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 しかし，先行研究で示された動詞中心主義の分析が，日本語のような SOV 言語
にも当てはまるのかという問題がある。多くの先行研究が対象にした SVO 言語と
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ターンをどのように利用するのかという 2 点を研究課題としている。 
 本論文は 6 章で構成されており，研究課題と実験の概要について述べている第 1
章に続き，第 2 章では交替現象にとって主要な理論研究である語彙規則アプローチ






 第 3 章では実験手法を用いた先行研究を概観する。Carlson & Tanenhaus (1988), 
Gropen, Pinker, Hollander & Goldberg (1991), Christensen & Wallentin (2011), 
Wojciench (2014)の結果から，SVO 言語の壁塗り交替における各構文処理の難しさ
には差がみられることが示されている。 
 先行する理論研究に共通する動詞中心主義が SOV 言語にも適用される場合，日
本語のような SOV 言語では動詞が文中に現れるまで構文の認可がなされないはず
である。これを検証するために，第 4 章・第 5 章では，名詞句とその格標示パター
ンが各構文の容認性判断または読み時間に影響を与えるのかを調査するため，2 種
類の移動物/場所交替（壁塗り交替・弾当て代換）を対象に 4 つの容認性判断質問紙
調査と 5 つの自己ペース読文課題を行った。 
 第 4 章では，壁塗り交替に関して先行研究で議論された動詞を交替動詞・移動物
志向動詞・場所志向動詞の 3 群に再分類するため，容認性判断調査を行った。分類
された 3 動詞群それぞれに対して自己ペース読文実験を行ったところ，すべての実
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づく事象タイプの予測の容易さが関係していることが示唆される。 





































Kamide, et al. 2003）。本論文はその知見を，これまで実験研究では手薄であった
構文交替現象に導入し，着実な実験計画により検証した。その実験結果では，確か
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 以上の審査所見を総合して，本審査委員会では，審査委員全員一致で，本論文提
出者青木奈律乃氏が博士（文学）の学位を授与されるにふさわしいとの判断に至っ
た。 
 
 
